






























ら扇状に開きだし,QHでは基底状態は lα(1)α(2)α(3)-- > ではなくなる｡一方,Ⅰ
ではMD点まで Lα(1)α(2)α(3)-･･･> の基底状態を保つ｡これはそれぞれのスピン自由
度が異なるためである｡また,ⅠではMD点において多重縮退が存在するが,QHでは量子効
果 (/､ミルトニアン行列の非対角項 )のためそれらの縮退がとけて,一般に全てのJ`′∴丁にお
いて多重縮退は存在しない｡但し外場がゼロの場合は特殊で J′ノJニー0.5においてQHで多
重縮退が存在し,残留エントロピーの外挿値は2スピン当り約0.7年Bである｡ 本論文ではこ
の他,スピン波展開との関連や,有限温度での物理量の振舞にっいて Ⅰ,CH及び(許Ⅰを比較
して論じた1)｡
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1)丸田,夏目:日本物理学会第41回年会29aCN7(1986年3月 )｡
3. 散逸構造におけるゆらぎの効果の研究
村 井 晃
本研究では散逸構造を形成する基本的モデルであるブリュッセレ一夕型反応 ･拡散モデルに
熱ゆらぎの効果を含ませてシミュレーションを行った｡具体的には系を一次元セル型モデルに
し,セルーセル間の境界を通して生じる1ステップあたりの拡散流の流量を,その流量に関す
る確率分布に従いランダムにあたえることにした｡確率分布にっいてはあらかじめ化学粒子を
ブラウン粒子とみなして求めた式を用いた｡
シミュレー ションは系の反応を決めるパラメータBの値をいろいろ変えて行った｡(左図参
照) 一様状態が不安定になる臨界点 Bcを越えた領域では,初期状態を一様状態に取っても
系自身のもつ熱ゆらぎをきっかけとして非-様な空間構造が形成される｡また,Bが臨界点
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